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1.活動の概要と方法 

• 「saveM」のなかで、「文化財の被害」という立場
から、寺社の被害状況把握の必要性を提案。 

• 情報収集の対象 

  →神社、仏教各派。 

• 情報収集の方法 

  →現地への取材などは行わず、神社本庁・  

   各教団本部などから出される情報を利用。 

  →活動途中で「宗教者救援ネットワーク」「宗教    

   者災害支援連絡会」と協調。 

 

 



２．活動のなかで 

• 「信仰・宗教」という個人的な情報を扱うもの
であるということ。 

• 被災地域には無住の末社・末寺が多く、公の
施設とは管理状況が異なる。 

 

 →どこまで、どのような内容を、どんなかたち  

  で整理し公開するか？ 



データ作業例 元データ 



データ整理 1 



データ整理 2 



３．できたこと、できなかったこと 

• できたこと 

 →各種関係団体・機関と連携・協力し、神社約 

  1,600件、寺院約200件の被災状況を整理す 

  ることができた。 

• できなかったこと 

 →対象の特殊性、保安上の問題から、入力・ 

  公開への調整が必要であり、迅速な情報提 

  供につながらなかった。 



４．これからのこと 

• saveMLAK＋C（cultural properties:文化財) 

 という考え方の中で、今後、寺社情報や個別  

 の文化財被害状況などをsaveMLAKの活動に 

 どう位置付けるか。 

 

• 「公開を前提としないデータ」があってもよい
のでは？ 

 

 


